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名
古
屋
教
区

松
浦
悟
郎
司
教
着
座
式

日　

時　

６
月
13
日（
土
）
午
後
１
時

場　

所　

名
古
屋
カ
テ
ド
ラ
ル（
布
池
教
会
）

聖
ペ
ト
ロ
使
徒
座
へ
の
献
金

６
月
28
日

祈
り
と
具
体
的
な
援
助
を
通
し
て
、私
た
ち
も

世
界
中
で
苦
し
ん
で
い
る
人
び
と
の
た
め
に 

祈
り
と
献
金
を
捧
げ
ま
す
。

今
日
、
私
た
ち
は
大
き
な

恵
み
と
喜
び
に
包
ま
れ
た
。
つ
い
に
4
月
18
日
名
古
屋
教

区
カ
テ
ド
ラ
ル
で
、
3
年

ぶ
り
に
教
区

司
祭
の
叙
階

式
が
執
り
行

わ
れ
た
。
ヨ

ハ
ネ
片
岡
義

博
、ヨ
ハ
ネ・

ヴ
ィ
ア
ン
ネ

北
村
雅
彦
の

二
人
の
助
祭

が
ア
ウ
グ
ス

チ
ノ
野
村
純

一
司
教
に
よ

り
司
祭
に
叙

階
さ
れ
た
。

二
人
の
教

区
司
祭
が
同
時
に
誕
生
す
る

の
は
名
古
屋
教
区
に
お
い
て

は
34
年
ぶ
り
の
こ
と
。
式
に

は
60
名
を
超
え
る
司
祭
が
加

わ
り
、
3
名
の
助
祭
、
10
名

の
侍
者
が
奉
仕
し
た
。
会
衆

席
に
は
800
名
に
近
い
信
者
が

ひ
し
め
き
あ
い
、
立
ち
見
の

者
も
大
勢
い
た
。
ま
た
６
月

13
日
に
名
古
屋
教
区
司
教
に

着
座
さ
れ
る
ミ
カ
エ
ル
松
浦

悟
郎
司
教
も
大
阪
教
区
か
ら

駆
け
付
け
喜
び
を
共
に
し

た
。野

村
司
教
に
よ
る
受
階
者

は
片
岡
・
北
村
両
司
祭
が
最

後
と
な
る
こ
と
も
、
式
を
よ

り
感
慨
深
い
も

の
と
し
た
。

閉
祭
の
前
に

野
村
司
教
か
ら

二
人
の
新
司
祭

へ
慈
し
み
と
期

待
の
こ
め
ら
れ

た
言
葉
が
贈
ら

れ
た
。
ま
た
、

二
人
を
愛
情
深

く
育
ん
だ
日
本

カ
ト
リ
ッ
ク
神

学
院
、
白
浜
満

院
長
か
ら
も
祝

辞
が
贈
ら
れ

た
。神

学
生
と
な
っ
た
日
か
ら

二
人
を
見
つ
め
指
導
に
当

た
っ
た
白
浜
院
長
は
彼
ら
の

個
性
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

「
縁
の
下
の
力
持
ち
」「
型
破

り
」
と
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て

表
現
し
て
い
た
。

信
徒
を
代
表
し
て
信
徒
使

徒
職
協
議
会
の
滑
川
正
雄
会

長
か
ら
は
「
新
し
い
福
音
宣

教
の
風
」
へ
の
熱
い
期
待
の

込
め
ら
れ
た
言
葉
が
贈
ら
れ

た
。片

岡
新
司
祭
の
挨
拶
に
は

両
親
へ
の
感
謝
が
込
め
ら
れ

て
お
り
感
動
を
誘
っ
た
。
北

村
新
司
祭
の
挨
拶
に
は
自
身

の
召
命
の
道
の
り
で
出
会
っ

た
様
々
な
聖
句
が
紹
介
さ
れ

て
い
た
。若
さ
と
希
望
、ユ
ー

モ
ア
に
あ
ふ
れ
た
両
師
の
挨

拶
に
誘
わ
れ
会
衆
席
は
時
と

し
て
爆
笑
の
渦
に
飲
み
込
ま

れ
た
。「
待
望
の
」「
嬉
々
と

し
て
」
と
言
う
の
は
今
日
の

た
め
に
あ
る
言
葉
だ
と
感
じ

た
。

式
に
使
わ
れ
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
は
、
式
次
第
や
聖

歌
だ
け
で
は
な
く
、
教
区
司

祭
に
な
る
た
め
の
道
の
り
や

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
に

つ
い
て
解
説
が
掲
載
さ
れ
る

な
ど
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い

た
。
間
違
い
な
く
言
え
る
こ

と
は
、
今
日
、
名
古
屋
教
区

は
大
き
な
喜
び
と
希
望
を
与

え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
。
こ

の
大
き
な
恵
み
に
感
謝
し
、

今
日
よ
り
明
日
、
な
お
神
を

賛
美
し
絶
え
間
な
く
祈
り
た

い
。ミ

サ
後
は
カ
テ
ド
ラ
ル
玄

関
前
で
記
念
撮
影
が
行
わ
れ

た
。ま

た
地
下
ホ
ー
ル
で
は
記

念
パ
ー
テ
ィ
ー
が
催
さ
れ
会

場
は
お
祝
い
に
詰
め
か
け
た

二
人
の
友
人
や
信
徒
ら
で
満

員
と
な
っ
た
。
そ
し
て
会
場

の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
は
、
新

司
祭
か
ら
祝
福
を
受
け
て
記

念
写
真
を
撮
る
青
年
男
女
ら

の
姿
も
多
く
見
ら
れ
、
新
司

祭
の
門
出
を
祝
っ
て
い
た
。

名古屋教区で司祭叙階式
ヨハネ片岡義博、ヨハネ・ヴィアンネ北村雅彦の2名が
司祭に叙階

野村司教より按手を受ける北村新司祭（右）松浦司教より按手を受ける片岡新司祭（左）

北
村
雅
彦
新
司
祭

皆
さ
ん
の
お
祈
り
や
ご
支
援
に

支
え
ら
れ
、
無
事
に
野
村

司
教
様
か
ら
叙
階
の
恵
み

を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
名
古
屋
教
区
司
祭

の
ヨ
ハ
ネ
・
ヴ
ィ
ア
ン
ネ

北
村
雅
彦
で
す
。

さ
て
、叙
階
式
の
挨
拶
の
時
に
、

パ
ウ
ロ
書
院
に
行
っ
た
と
き
、
カ

ウ
ン
タ
ー
に
置
い
て
あ
る
“
御
言

葉
の
ク
ジ
”
を
引
い
て
み
た
と
い

う
話
を
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、

「
主
は
あ
な
た
を
見
放
す
こ
と
も
、

あ
な
た
を
見
捨
て
ら
れ
る
こ
と
も

片
岡
義
博
新
司
祭

４
月
18
日
に
布
池
教
会
に
お

い
て
野
村
司
教
様
司
式
の
も
と
、

ま
た
６
月
に
着
座
さ

れ
る
松
浦
司
教
様
に

も
お
越
し
い
た
だ
い

て
、
北
村
神
父
様
と

共
に
、
無
事
に
司
祭
叙
階
の
お
恵

み
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

叙
階
式
や
初
ミ
サ
な
ど
に
参
列

く
だ
さ
っ
た
皆
様
と
こ
の
喜
び
を

分
か
ち
合
う
中
で
、
自
分
が
生
を

受
け
て
か
ら
、
こ
れ
ま
で
本
当
に

多
く
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
て
き
た

こ
と
、
ま
た
神
学
院
に
入
っ
て
か

ら
も
祈
っ
て
頂
い
て
い
た
こ
と
を

改
め
て
痛
感
し
、
皆
様
に
、
ま
た

何
よ
り
神
の
導
き
に
感
謝
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

司
祭
叙
階
式
の
後
、
学
生
時

代
か
ら
私
の
こ
と
を
息
子
の
よ

う
に
育
て
て
く
だ
さ
っ
た
一
人

の
神
父
様
が
、
は
な
む
け
の
言

葉
と
し
て
、
ラ
テ
ン
語
で
次
の

言
葉
を
私
に
贈
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。 

“Nem
o m

ittens 
m

anum
 suam

 ad aratrum
, 

et respiciens retro, aptus 
est regno D

ei.

” 「
鋤
に
手
を
か

け
て
か
ら
、
後
ろ
を
振
り
返
る
者

は
、神
の
国
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
」

（
ル
カ
９
・
62
）

そ
の
一
節
を
味
わ
い
な
が
ら

「
こ
れ
か
ら
の
司
祭
職
の
歩
み
の

中
で
、
苦
し
い
こ
と
、
ツ
ラ
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
る
。け
れ
ど
も
、

ど
ん
な
状
況
に
な
ろ
う
と
も
、
ひ

る
む
こ
と
な
く
神
の
み
旨
に
そ
っ

て
徹
底
的
に
生
き
る
ん
だ
と
い
う

決
意
こ
そ
真
の
弟
子
で
あ
り
、
キ

リ
ス
ト
者
で
あ
る
こ
と
の
あ
か

し
で
あ
る
」、
き
っ

と
神
父
様
は
従
う
こ

と
の
意
味
に
つ
い
て

私
に
お
っ
し
ゃ
り
た

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
そ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
取
り
、
自
分

自
身
の
決
意
と
い
た
し
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
、
そ
の
決
意
を
生
涯
を

通
し
て
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
ま
す
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
お

祈
り
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

 

（
片
岡
義
博
）

な
い
」
と
い
う
申
命
記
の
31
章
６

節
の
言
葉
が
書
か
れ
て
お
り
、
司

祭
叙
階
の
直
前
に
こ
の
言
葉
を
与

え
て
下
さ
る
神
は
何
て
素
晴
ら
し

い
の
か
と
驚
い
た
と
い
う
話
で

す
。こ

れ
に
は
後
日
談
が
あ
り
、
叙

階
式
も
無
事
終
わ
り
、
少
し
落
ち

着
い
た
頃
に
再
び
、
パ
ウ
ロ
書
院

に
行
っ
て
“
御
言
葉
ク
ジ
”
を
引

い
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
そ
こ
に

は
、
ル
カ
福
音
書
の
１
章
37
節
に

あ
る
言
葉
「
神
に
で
き
な
い
こ
と

は
何
一
つ
な
い
」
と
書
か
れ
て
い

ま
し
た
。
多
く
の
方
に
心
配
さ
れ

な
が
ら
召
命
の
道
を
歩
ん
で
き
ま

し
た
が
、
神
に
信
頼
し
、
祈
り
、

学
べ
ば
、
神
は
必
ず
良
い
方
へ
と

導
い
て
下
さ
る
と
い
う
事
を
実
感

し
た
御
言
葉
で
し
た
。

６
年
間
の
神
学
院
生
活
も
あ
っ

と
い
う
間
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
司
祭
と
い
う

立
場
に
変
化
し
司
牧
の
現
場
で
奉

仕
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
神

様
に
支
え
て
も
ら
い
な
が

ら
、
神
様
の
善
き
「
平
和

の
道
具
」
と
し
て
使
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
こ
れ

か
ら
も
精
進
し
た
い
と
思
い
ま

す
。ま

だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
さ

ら
な
る
成
長
が
出
来
る
よ
う
に
、

皆
さ
ん
の
お
祈
り
で
支
え
て
下
さ

い
。
私
も
信
徒
の
皆
様
の
為
に

日
々
、
祈
り
を
捧
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。 

（
北
村
雅
彦
）

新司祭からのメッセージ

神
の
望
ま
れ
る
ま
ま
に

神
か
ら
の
御
言
葉
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二
〇
一
五
年

　
名
古
屋
教
区
年
間
テ
ー
マ

二
人
ま
た
は
三
人
が
わ
た
し
の
名
に
よ
っ
て
集
ま
る
と
こ
ろ
に
は
、

　
　
　
　
　
わ
た
し
も
そ
の
中
に
い
る
の
で
あ
る

名
古
屋
教
区
宣
教
司
牧
評

議
会
総
会
が
４
月
29
日
、
布

池
文
化
セ

ン
タ
ー
・

コ
ン
コ
ル

デ
ィ
ア

ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ

た
。宣

教
司

牧
評
議
会

に
所
属
す

る
小
教
区

の
主
任
司

祭
や
信
徒

代
表
者
、

各
委
員
会

代
表
な

ど
、
約
130

人
が
出
席
し
た
。

宣
教
司
牧
評
議
会
事
務
局

長
の
真
野
助
祭
が
開
会
を
宣

言
し
、
シ
ス
タ
ー
高
橋
の
先

唱
で
「
い
つ
く
し
み
と
愛
」

を
全
員
で
合
唱
し
た
。

続
い
て
野
村
司
教
よ
り

「
宣
教
司
牧
評
議
会
の
目
的

に
つ
い
て
規
約
で
は
『
司
教

の
権
威
の
も
と
に
、
カ
ト

リ
ッ
ク
名
古
屋
教
区
全
体
に

お
け
る
宣
教
司
牧
活
動
に
関

す
る
事
柄
を
研
究
し
、
検
討

し
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
実
際

的
な
結
論
を
提
示
し
、
具
体

人
事
異
動

名
古
屋
教
区
の
人
事
異
動

が
４
月
24
日
付
け
で
発
表
さ

れ
た
。異
動
者
は
次
の
通
り
。

（
内
は
前
任
教
会
他
）

名
古
屋
教
区
付

膳
棚
教
会
主
任
（
一
宮
教
会

主
任
）
寺
尾
總
一
郎

一
宮
教
会
主
任
（
膳
棚
教
会

主
任
）
浅
井
太
郎

一
宮
教
会
助
任
（
新
司
祭
）

片
岡
義
博

東
山
教
会
助
任
（
新
司
祭
）

北
村
雅
彦

神
言
修
道
会

安
城
教
会
主
任
（
南
山
教
会

助
任
）
ビ
・
ア
ン
ニ
ン

安
城
教
会
協
力
（
安
城
教
会

主
任
）
ア
ー
ノ
ル
ド
・
プ
ル

ム半
田
教
会
主
任
（
新
潟
教
区

秋
田
教
会
助
任
）
フ
ラ
ン
シ

ス
ク
ス
・
ア
シ
ジ
・
モ
ル
ク

南
山
教
会
助
任
（
東
京
教
区

吉
祥
寺
教
会
助
任
）
ヤ
ン
・

チ
ェ
ン
ユ
ア
ン

瑞
浪
教
会
教
会
管
理
者
兼
務

神
言
会
修
練
長　

テ
ィ
ブ
ル

テ
ィ
イ
ウ
ス
・
ヘ
リ

南
山
教
会
協
力
（
半
田
教
会

主
任
）
ヨ
ハ
ネ
・
シ
ュ
ー
ベ

ル
ト

〈
教
区
外
へ
〉

東
京
教
区
へ
（
多
治
見
教
会

助
任
）
カ
オ
・
ド
ゥ
ッ
ク
・

ト
リ

長
崎
へ

（
神
言
会
ハ
ウ
ス
）
西 

経
一

ロ
ー
マ
総
本
部
へ

（
神
言
神
学
院
）
成
井
大
介

管
区
セ
ン
タ
ー
付　

ア
ン
ヘ

ル
・
ペ
ラ
ル
タ

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会

富
山
、
高
岡
、
魚
津
、
小
矢

部
各
教
会
協
力　

小
川 

満

富
山
、
高
岡
、
魚
津
、
小
矢

部
各
教
会
主
任
（
富
山
教
会

教
会
協
力
）
長
谷
川 

潤

ア
ウ
グ
ス
チ
ノ
会

港
教
会
主
任（
港
教
会
助
任
）

山
口
正
美

港
教
会
助
任
（
福
岡
教
区
笹

丘
教
会
助
任
）山
野
聖
嗣（
き

よ
つ
ぐ
）

〈
教
区
外
へ
〉

長
崎
教
区
へ　

平
野
哲
也

聖
心
布
教
会

福
井
教
会
・
敦
賀
教
会
協
力

（
岐
阜
教
会
助
任
）
シ
ェ
ン

デ
ィ
・
カ
ニ
シ
ウ
ス
・
ク
ン

ダ
ク

敦
賀
教
会
主
任
（
福
井
教
会

主
任
兼
任
）
ベ
ル
ナ
ル
ド
ゥ

ス
・
テ
ッ
ト
ホ
ー
ル

〈
教
区
外
へ
〉

ロ
ー
マ
へ（
敦
賀
教
会
主
任
）

ヘ
ル
マ
ス
・
ア
ス
ン
ビ

（
名
古
屋
教
区
事
務
局
長

 

平
田
政
信
）

２
０
１
５
年
度
信
徒
使
徒

職
協
議
会
委
員
総
会
は
、
4

月
19
日
午
後
2
時
か
ら
布
池

文
化
セ
ン
タ
ー
3
階
コ
ン
コ

ル
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル
に
委
員
他

約
80
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ

た
。金

森
タ
イ
さ
ん
総
合
司
会

の
も
と
、
聖
霊
の
導
き
を
願

い
な
が
ら「
風
が
ど
こ
か
ら
」

を
原
雅
誉
氏
の
ピ
ア
ノ
伴
奏

で
斉
唱
し
、
森
山
神
父
さ
ま

司
式
の
「
教
会
の
祈
り
」
で

復
活
節
感
謝
の
祈
り
を
全
員

で
捧
げ
た
。

野
村
司
教
様
は
ご
挨
拶

で
、
新
し
く
名
古
屋
教
区
長

と
な
ら
れ
る
松
浦
司
教
様
の

着
座
式
が
6
月
13
日
に
決
定

し
、
今
回
が
御
自
分
の
出
席

は
最
後
に
な
る
事
、
教
会
の

司
牧
活
動
は
信
徒
の
協
力
な

く
し
て
は
成
り
立
た
な
い

が
、
信
徒
本
来
の
活
動
は
社

会
で
キ
リ
ス
ト
の
光
を
灯
す

事
と
の
お
言
葉
で
私
ど
も
を

励
ま
さ
れ
た
。
信
徒
協
か
ら

は
長
年
の
御
指
導
に
感
謝
の

心
を
込
め
て
記
念
品
を
お
贈

り
さ
せ
て
頂
い
た
。

続
い
て
久
保
田
建
一
氏
を

議
長
に
選
出
し
、
２
０
１
４

年
度
活
動
報
告
と
決
算
報
告

を
承
認
し
た
後
、
旧
役
員
の

退
任
と
新
役
員
が
紹
介
さ
れ

承
認
さ
れ
た
。
２
０
１
５
年

度
活
動
計
画
案
と
予
算
案
の

審
議
の
中
で
、
前
年
同
様
、

信
徒
協
女
性
部
の
活
動
再
開

に
疑
義
が
出
さ
れ
、
女
性
部

廃
止
の
動
議
と
し
て
取
り
上

げ
る
か
否
か
の
賛
否
を
と
っ

た
結
果
、
反
対
多
数
で
否
決

さ
れ
、
計
画
案
は
3
分
の
2

以
上
の
賛
成
を
得
て
承
認
さ

れ
、
女
性
部
活
動
を
継
続
す

る
事
に
決
定
し
た
。

予
定
さ
れ
て
い
た
シ
ノ
ド

ス
の
テ
ー
マ
「
家
庭
の
召
命

と
使
命
」
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
は
、
１
．
社
会
福
音

化
の
基
盤
と
な
る
家
庭
福
音

化
へ
の
道　

２
．
過
度
な
個

人
主
義
社
会
の
中
で
信
者
の

家
庭
を
護
る
術　

３
．
教
会

に
啓
示
さ
れ
た
本
来
の
家
庭

制
度
の
提
示　

４
．
傷
つ
い

た
現
実
の
家
庭
へ
の
司
牧
の

方
法　
５
．
生
活
を
満
た
す

喜
び
の
家
庭
の
あ
か
し
等
に

つ
い
て
の
意
見
を
、
信
徒
協

事
務
所
宛
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
等

（
９
３
３

－

３
４
３
５
）
で

出
し
て
頂
く
事
と
し
た
。

閉
会
の
祈
り
は
、
愛
の
宣

教
者
会
の
シ
ス
タ
ー
か
ら
頂

戴
し
た
「
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
へ

の
ノ
ヴ
ェ
ナ
」
100
冊
を
全
員

に
お
配
り
し
、
共
同
体
の
沈

黙
の
中
で
イ
エ
ス
の
愛
と
、

心
の
奥
深
く
囁
か
れ
る
お
声

に
耳
を
傾
け
、
マ
ザ
ー
の
お

取
次
を
祈
っ
た
後
、「
わ
た

し
を
お
使
い
く
だ
さ
い
」
を

合
唱
、
信
徒
使
徒
職
の
祈
り

を
唱
和
し
て
午
後
4
時
45
分

に
閉
会
し
た
。

名
古
屋
教
区
宣
教
司
牧
評
議
会

総
会
を
開
催

　
小
教
区
の
主
任
神
父
と
信
徒
代
表
者
と

　
委
員
会
代
表
130
人
が
出
席

案
を
作
成
し
、
そ
の
実

施
を
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
』
と
あ
り

ま
す
。
総
会
は
多
人
数

な
の
で
結
論
は
出
な
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
こ

こ
で
得
た
も
の
を
各
地

域
、
各
小
教
区
の
宣
教

司
牧
に
役
立
て
て
頂
き

た
い
」と
呼
び
か
け
た
。

議
題
で
は
２
０
１
４

年
度
宣
教
司
牧
評
議
会

活
動
報
告
及
び
収
支
計
算

書
、
２
０
１
５
年
度
活
動
計

画
及
び
予
算
書
の
発
表
が
行

わ
れ
た
。

野
村
司
教
の
講
話
で
は

「
６
月
13
日
を
も
っ
て
司
教

が
変
わ
り
ま
す
。
各
委
員
会

の
選
出
は
今
の
と
こ
ろ
現
状

の
ま
ま
行
っ
て
、
新
し
く
松

浦
司
教
が
委
嘱
し
て
い
き
ま

す
」
と
話
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
高
山
右
近
に
つ

い
て
、
３
月
に
教
皇
庁
を
訪

れ
た
ア
ド
・
リ
ミ
ナ
で
教
皇

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
の
謁
見

や
、
聖
ペ
ト
ロ
聖
パ
ウ
ロ
の

お
墓
参
り
を
し
た
こ
と
、
ま

た
そ
れ
以
前
に
長
崎
で
行
わ

れ
た
大
浦
天
主
堂
に
お
け
る

潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
出
現
150
周

年
、
２
０
１
２
年
11
月
に
横

浜
天
主
堂
献
堂
150
年
、
第
２

ヴ
ァ
チ
カ
ン
公
会
議
か
ら
50

年
、
第
２
次
世
界
大
戦
終
結

か
ら
70
年
、
ま
た
新
憲
法
に

よ
っ
て
信
仰
の
自
由
が
認
め

ら
れ
て
70
年
、
今
年
は
奉
献

生
活
の
年
、
来
年
は
「
神
の

い
つ
く
し
み
の
年
」
が
始
ま

る
な
ど
多
く
の
記
念
の
年
で

あ
る
と
指
摘
し
た
。

今
年
の
教
区
年
間
テ
ー
マ

に
つ
い
て
は
「『
二
人
ま
た

は
三
人
が
わ
た
し
の
名
に

よ
っ
て
集
ま
る
と
こ
ろ
に

は
、
わ
た
し
も
そ
の
中
に
い

る
の
で
あ
る
』
と
し
ま
し

た
。
家
庭
の
中
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
教
会
内
の

ミ
サ
を
は
じ
め
お
互
い
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
が
非

常
に
大
切
で
す
。
日
本
の
人

口
は
ど
ん
ど
ん
減
少
し
て
ゆ

く
。
70
歳
の
司
祭
は
若
い

司
祭
と
言
え
る
。
そ
れ
だ
け

日
本
は
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
。
そ
れ
で
も
色
々
な
課
題

を
克
服
し
て
行
け
る
の
か
、

今
年
の
テ
ー
マ
と
し
て
挙
げ

た
」
と
説
明
さ
れ
た
。

午
後
か
ら
は
６
人
の
パ
ネ

ラ
ー
に
よ
る
「
現
代
社
会
に

お
け
る
家
庭
の
諸
相
」
が
行

わ
れ
た
。内
容
は
次
の
通
り
。

①
「
依
存
症
者
へ
の
支
援
か

ら
見
た
家
庭
」
を
近
藤
千
春

氏
（
布
池
教
会
・
藤
田
保
健

衛
生
大
学
医
療
科
学
部
准
教

授
）。

②
「
困
っ
た
認
知
症
と
言
わ

な
い
で
、
皆
で
正
面
か
ら
向

き
合
う
た
め
に
」
を
林　

博

史
氏
（
偕
行
会
城
西
病
院
名

誉
院
長
）。

③
「
使
徒
パ
ウ
ロ
の
経
済
学

の
意
義
」
を
三
本
木
國
喜
氏

（
布
池
教
会
所
属
）。

④
「
不
登
校
と
い
う
選
択
を

し
た
子
供
に
対
す
る
家
庭
の

役
割
」
を
南
修
治
氏
（
瑞
浪

教
会
所
属
）

⑤
「
児
童
養
護
施
設
」
に
つ

い
て
横
川
聖
氏
（
麦
の
穂
学

園
施
設
長
）

⑥
「
外
国
人
と
し
て
現
代
に

お
け
る
問
題
・
課
題
に
対
す

る
考
え
方
・
対
応
」
に
つ
い

て
ハ
ビ
エ
ル・高
橋
氏（
緑
ヶ

丘
教
会
所
属
）
が
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
話
し
た
。

パ
ネ
ラ
ー
達
の
話
は
後

日
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
収
め
ら
れ
て

各
ブ
ロ
ッ
ク
宛
て
に
配
布
さ

れ
る
予
定
。

最
後
に
「
ひ
と
つ
に
な
ろ

う
」を
合
唱
し
て
閉
会
し
た
。

信
徒
使
徒
職
協
議
会
は
司

祭
協
議
会
、
修
道
女
連
盟
と

共
に
教
区
の
3
本
の
柱
で

す
。
司
教
と
一
致
す
る
司
祭

指
導
の
下
、
信
徒
が
社
会
の

夫
々
の
場
で
福
音
宣
教
す
る

た
め
に
、
又
、
教
区
・
小
教

区
が
宣
教
共
同
体
へ
と
刷
新

さ
れ
る
よ
う
に
と
、
41
年
前

１
９
７
４
年
1
月
27
日
に
発

足
致
し
ま
し
た
。「
司
教･

司
祭
の
司
牧
の
目
的
は
、
信

徒
を
使
徒･

宣
教
者
と
し

て
育
て
、
必
要
な
恵
み
と

力
、
教
理
の
理
解
、
宣
教
に

必
要
な
訓
練
と
知
識
を
与
え

る
こ
と
で
す
。
信
徒
使
徒
職

協
議
会
は
、
信
徒
が
信
徒
固

有
の
使
徒
職
を
自
覚
す
る
た

め
、
ま
た
互
い
に
話
し
学
び

合
い
、
協
力
す
る
た
め
に
設

立
さ
れ
た
の
で
す
。」〈
相
馬

司
教
〉

高
齢
化
が
進
み
、
司
祭
召

命
の
少
な
い
現
状
で
は
、
日

本
の
人
々
は
信
徒
を
通
し
て

福
音
を
聞
く
以
外
に
キ
リ

ス
ト
を
知
る
道
が
有
り
ま

せ
ん
。「
信
徒
に
よ
る
宣
教
」

が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。
宣
教
司
牧
評
議
会
内
で

の
実
務
と
し
て
の
主
要
な
役

割
は
、
司
祭
に
よ
る
司
牧
、

修
道
女
に
よ
る
祈
り
と
あ
か

し
、信
徒
に
よ
る
宣
教
で
す
。

現
状
で
は
個
人
は
別
に
し
て

組
織
的
に
「
信
徒
に
よ
る
宣

教
」
が
実
践
さ
れ
て
い
る
と

は
言
え
ま
せ
ん
。

先
ず
始
め
に
、
信
徒
協
や

小
教
区
で
、
家
庭
や
地
域
社

会
、
職
場
で
、
何
を
ど
の
よ

う
に
伝
え
る
事
が
で
き
る

か
、
宣
教
の
可
能
性
を
話
し

合
う
場
を
持
つ
こ
と
が
必
要

で
す
。

神
さ
ま
は
、
ご
自
分
と
の

愛
の
交
わ
り
に
与
ら
せ
る
た

め
に
私
た
ち
を
創
っ
て
下
さ

い
ま
し
た
。
イ
エ
ス
は
ご
自

分
と
御
父
と
の
関
係
に
あ
ず

か
る
よ
う
、
私
た
ち
を
招
い

て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
愛
の

交
わ
り
に
お
招
き
す
る
の
が

宣
教
だ
と
す
る
と
、
体
験
し

て
い
な
い
事
を
人
に
伝
え
る

事
は
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、「
宣

教
す
る
信
徒
」
を
め
ざ
す
私

ど
も
自
身
が
、
神
さ
ま
と
の

交
わ
り
を
絶
え
ず
求
め
て
い

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今

日
出
会
う
一
人
ひ
と
り
に
、

私
た
ち
が
日
々
体
験
す
る

「
福
音
の
喜
び
」
を
伝
え
た

い
の
で
す
。
沈
黙
の
中
で
耳

を
傾
け
、
静
か
に
さ
さ
や
い

て
お
ら
れ
る
神
の
声
に
心
の

耳
を
傾
け
る
こ
と
、
こ
れ
は

特
に
信
仰
共
同
体
の
中
で
可

能
と
な
り
ま
す
。
教
会
は
、

み
言
葉
を
告
げ
、
秘
跡
を
祝

い
、
愛
の
業
を
通
し
て
、
神

さ
ま
と
の
交
わ
り
の
体
験
を

得
さ
せ
て
く
れ
ま
す
か
ら
、

す
べ
て
の
活
動
を
通
し
て
、

私
た
ち
は
次
の
事
を
求
め
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
、 

聖
体
や
ゆ
る
し
の
秘
跡

で
キ
リ
ス
ト
と
の
豊
か
な
生

命
の
交
わ
り
を
味
わ
う
こ
と

２
、
地
域
や
職
場
の
私
た
ち

の
生
活
を
、
ミ
サ
で
キ
リ
ス

ト
と
共
に
奉
献
す
る
こ
と

３
、
日
常
生
活
の
聖
化
を
実

現
す
る
「
教
会
の
祈
り
（
時

課
の
典
礼
）」
を
祈
る
こ
と

４
、
尋
ね
ら
れ
て
信
仰
を
説

明
で
き
る
よ
う
「
カ
テ
キ
ズ

ム
を
学
ぶ
」
こ
と

５
、
貧
し
い
人
々
の
中
に
居

ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
に
出
会
う

「
愛
を
実
践
」
す
る
事
で
す
。

（
信
徒
使
徒
職
協
議
会

 

滑
川
正
雄
）

信
徒
使
徒
職
協
議
会
委
員

総
会

シ
ノ
ド
ス
の
ア
ン
ケ
ー
ト

募
集
中

シ
ノ
ド
ス
の
ア
ン
ケ
ー
ト

募
集
中

「
宣
教
す
る
信
徒
」
を
め
ざ
し
て
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二
〇
一
五
年

　
名
古
屋
教
区
年
間
テ
ー
マ

二
人
ま
た
は
三
人
が
わ
た
し
の
名
に
よ
っ
て
集
ま
る
と
こ
ろ
に
は
、

　
　
　
　
　
わ
た
し
も
そ
の
中
に
い
る
の
で
あ
る

平和をつなぐ
～私、そして�
私たちの選び～

著者　松浦悟郎
ドン・ボスコ社発行　
594円（税込）

宗教者という立場から平和を訴え続けてきた
松浦悟郎司教が、普遍的な価値である人間の尊
厳や互いを大切にし合う関係の実現という視
点から現代社会を見つめ、平和の実現のために
今、私たち一人ひとりが何をすべきなのかを説
く。

ＣＤ
『�祈りの歌を�
　　　風にのせ』
・�女子パウロ会発行
　2,160円（税込）
・�Chorus：セントポール・�
シスターズ

・Guest�Vocal・合唱指導：海野美栄
・�演奏：code�“M”�Blue�Zone�Member�&�Guest�
Musician
・曲数：全22曲（インストロメンタルあり）

『祈りの歌を風にのせ』の歌集の中から11曲を選曲しま
した。祈る心だけはだれにも負けないと信じているシス
ターたちの歌を、神さまへの感謝をこめてささげます。
曲目： わたしをお使いください、主と共に、ひとりの

みどりごが、他

さ
る
４
月
12
日
（
日
）
に

２
０
１
５
年
度
名
古
屋
教
区

女
子
修
道
会
在
俗
会
連
盟
の

総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
聖
霊

病
院
の
会
議
室
で
行
わ
れ
た

総
会
と
講
演
会
に
は
10
修
道

会
、
20
名
余
の
参
加
者
を
迎

え
る
こ
と
が
出
来
た
。

野
村
司
教
さ
ま
の
本
総
会

へ
の
最
後
の
ご
出
席
と
な
っ

た
。
年
頭
書
簡
「
二
人
ま

た
は
三
人
が
わ
た
し
の
名
に

よ
っ
て
集
ま
る
と
こ
ろ
に
は
、

わ
た
し
も
そ
の
中
に
い
る
の

で
あ
る
」
に
つ
い
て
、
ま
た

今
年
の
３
月
に
行
わ
れ
た
ア

ド
・
リ
ミ
ナ
ロ
ー
マ
訪
問
や
、

名
古
屋
教
区
の
現
状
に
つ
い

て
お
話
し
く
だ
さ
っ
た
。

今
年
度
の
教
区
テ
ー
マ

は
、
現
代
の
め
ざ
ま
し
い
メ

デ
ィ
ア
の
発
展
す
る
中
で

も
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

人
間
相
互
の
交
わ
り
が
希
薄

と
な
り
、
教
会
内
で
も
横
の

つ
な
が
り
が
同
様
で
あ
る
現

状
を
踏
ま
え
、
キ
リ
ス
ト
を

中
心
に
し
て
集
ま
る
時
の

み
、
私
た
ち
は
一
つ
に
な
っ

て
い
け
る
と
の
思
い
か
ら
選

ば
れ
た
こ
と
、
ま
た
ア
ド
・

リ
ミ
ナ
で
は
、
教
皇
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
と
日
本
の
司
教
様
た

ち
が
輪
に
な
っ
て
座
り
、
日

本
の
教
会
に
つ
い
て
な
ど
自

由
に
意
見
交
換
、
質
疑
応
答

が
で
き
た
こ
と
な
ど
を
報
告

し
て
下
さ
っ
た
。

講
演
に
先
立
ち
、
修
道
女

連
盟
の
書
記
よ
り
前
年
度
の

報
告
、
今
年
度
の
計
画
が
提

案
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
活

発
な
発
言
が
あ
っ
た
。
修
道

者
の
高
齢
化
や
召
命
の
減
少

に
よ
り
、
教
区
内
で
修
女
連

が
関
わ
っ
て
き
た
諸
活
動
、

協
力
が
現
状
で
は
無
理
に

な
っ
て
き
た
の
で
、
見
直
し

や
関
係
者
間
で
の
検
討
も
必

要
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
複

数
出
た
。
ま
た「
で
き
な
い
」

と
言
う
ば
か
り
で
な
く
「
で

き
る
こ
と
」
を
、
そ
れ
が

些
細
な
こ
と
で
あ
っ
て
も
、

人
々
と
共
に
行
う
こ
と
が
大

事
で
あ
り
、
で
き
る
方
法
を

考
え
て
み
よ
う
、
と
い
う
意

見
も
出
た
。

司
教
様
は
「
福
音
宣
教
は

キ
リ
ス
ト
の
業
、
私
た
ち
は

お
手
伝
い
」、「
先
の
こ
と
を

心
配
す
る
よ
り
、
喜
び
を

も
っ
て
、
今
を
、
元
気
に
働

い
て
い
く
こ
と
が
大
切
」
と

締
め
く
く
っ
て
く
だ
さ
っ

た
。「
主
は
今
、
生
き
て
お

ら
れ
る
」
を
合
唱
し
て
会
を

終
了
し
た
。

野
村
司
教
様
、
長
き
に
わ

た
っ
て
修
女
連
を
導
き
励
ま

し
支
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

こ
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
す
ま
す
お
元
気

で
、
私
た
ち
を
お
見
守
り
く

だ
さ
い
。

（
名
古
屋
教
区
修
道
会
・

 

在
俗
会
連
盟
）

戦
後
70
年
司
教
団
メ
ッ
セ
ー

ジ
、
小
冊
子
に

小
冊
子
「
平
和
を
実
現
す

る
人
は
幸
い
～
今
こ
そ
武
力

に
よ
ら
な
い
平
和
を
」

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教

団
の
戦
後
70
年
メ
ッ
セ
ー

ジ
「
平
和
を
実
現
す
る
人
は

幸
い
～
今
こ
そ
武
力
に
よ
ら

な
い
平
和
を
」
が
小
冊
子
に

な
っ
た
。
希
望
者
に
は
カ
ト

リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
が
送
料

受
取
人
払
い
で
送
る
。
同

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
今
年
２
月
26

日
付
で
発
表
さ
れ
た
も
の
。

こ
の
日
は
、
34
年
前
の
１
９

８
１
年
に
来
日
し
た
聖
ヨ
ハ

ネ
・
パ
ウ
ロ
2
世
教
皇
が
、

「
広
島
平
和
ア
ピ
ー
ル
」
を

発
表
し
た
日
で
も
あ
っ
た
。

司
教
団
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、

テ
ロ
や
紛
争
が
絶
え
な
い
世

界
に
あ
っ
て
、「
日
本
国
憲

法
の
不
戦
の
理
念
」
を
支
持

し
、「
諸
教
派
の
キ
リ
ス
ト

者
」や「
諸
宗
教
の
信
仰
者
」、

そ
し
て
「
全
世
界
の
平
和
を

願
う
す
べ
て
の
人
」と
共
に
、

平
和
を
実
現
す
る
た
め
に
働

き
続
け
る
決
意
を
示
し
て
い

る
。
小
冊
子
に
は
付
録
と
し

て
、
戦
後
60
年
と
50
年
に
司

教
団
が
出
し
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
、「
非
暴
力
に
よ
る
平
和

へ
の
道
―
今
こ
そ
預
言
者
と

し
て
の
役
割
を
」
と
「
平
和

へ
の
決
意
―
戦
後
五
十
年
に

あ
た
っ
て
」
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

問
い
合
わ
せ
は
左
記
ま
で

カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会　

司
教
協
議
会
秘
書
室

〒
１
３
５

－

８
５
８
５　

東

京
都
江
東
区
潮
見
２

－

10

－

10　

☎
０
３

－

５
６
３
２

－

４
４
４
５
・
FAX
０
３

－

５
６

３
２

－

４
４
６
５

な
お
戦
後
70
年
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
各
国
語
版
（
英
語
版
、

ス
ペ
イ
ン
語
版
、韓
国
語
版
）

は
、
同
協
議
会
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
公
開
し
て
い
る
。

新
刊
案
内

修
女
連
総
会
を
開
く

こ
ど
も

と
さ
さ

げ
る
名
古

屋
教
区
イ

ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル

ミ
サ
が
５

月
10
日
、

南
山
教
会

で
開
催
さ

れ
た
。

今

年

は
「
子
ど

も
と
と
も

に
」
の

テ
ー
マ
で

行
わ
れ
多
国
籍
の
多
く
の
子

供
や
信
徒
ら
約
350
人
が
参
加

し
た
。

主
催
し
た
の
は
難
民
移
住

移
動
者
委
員
会
と
教
会
学
校

教
師
会
。

ミ
サ
は
野
村
司
教
が
司
式

し
「
今
日
は
こ
う
し
て
色
々

な
国
々
の
方
と
一
緒
に
心
を

合
わ
せ
て
ミ
サ
を
捧
げ
ま

し
ょ
う
。
今
日
は
世
界
広
報

の
日
で
も
あ
り
ま
す
。
教
皇

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す

よ
う
に
、
心
を
開
き
、
喜
ん

で
愛
を
伝
え
、
福
音
を
伝
え

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
５
月
の
第
２
主
日
は

「
母
の
日
」
に
あ
た
り
ま
す
。

自
分
を
育
て
て
く
れ
た
母
に

感
謝
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
挨
拶
さ
れ
た
。

第
１
朗
読
は
フ
ィ
リ
ピ
ン

国
籍
の
エ
レ
バ
ー
ル
さ
ん

（
６
歳
）
が
、
第
２
朗
読
は

ハ
ラ
・
ル
シ
ア
さ
ん
（
美
濃

加
茂
教
会
信
徒
）
が
朗
読
し

た
。説

教
は
ア
ン
ト
ニ
ー
神
父

（
安
城
教
会
主
任
）
が
子
供

向
け
に
ク
イ
ズ
形
式
で
大
切

な
「
時
間
」
に
つ
い
て
話
し

た
。奉

献
朗
読
の
時
、
子
供
達

が
祭
壇
周
り
に
呼
び
集
め
ら

れ
、
司
祭
団
と
一
緒
に
祈
っ

た
。
ミ
サ
の
最
後
に
も
再
び

子
供
た
ち
が
集
め
ら
れ
野
村

司
教
よ
り
祈
り
と
聖
水
で
祝

福
が
贈
ら
れ
た
。

ま
た
、
母
の
日
に
当
た
り

母
親
た
ち
も
前
に
出
て
来

て
、
野
村
司
教
よ
り
祈
り
と

聖
水
で
祝
福
を
受
け
た
。

隣
接
す
る
マ
リ
ア
館
で
は

野
村
司
教
を
囲
ん
で
和
や
か

に
茶
話
会
が
行
わ
れ
た
。

家
庭
委
員
会
主
催
「
こ
の

道
を
歩
ん
で
～
６
人
の
シ
ス

タ
ー
が
語
る
自
分
史
～
」
の

第
一
回
目
が
、
４
月
11
日
、

聖
パ
ウ
ロ
書
院
で
開
催
さ
れ

た
。
今
回
の
シ
ス
タ
ー
は
援

助
修
道
会
の
渡
邊
か
を
る
さ

ん
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
写

真
を
見
せ
な
が
ら
、
誕
生
か

ら
現
在
ま
で
の
歩
み
を
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
て
話
さ
れ
た
。

渡
邊
さ
ん
は
、
高
校
生
の

と
き
函
館
教
会
で
受
洗
し
、

幼
稚
園
勤
務
を
経
て
修
道
会

に
入
会
。
埼
玉
や
大
阪
教
区

で
共
同
司
牧
に
従
事
し
、
幼

児
教
育
な
ど
を
通
し
て
宣
教

に
励
ま
れ
た
。
若
い
頃
か
ら

自
分
ら
し
く
生
き
る
道
を
求

め
て
歩
ま
れ
た
シ
ス
タ
ー
の

お
話
に
、
集
ま
っ
た
20
人
の

信
徒
は
熱
心
に
耳
を
傾
け

た
。

こ
ど
も
と
さ
さ
げ
る
名
古
屋
教
区

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
サ
を
開
催

４
月
27
日
に
出
さ
れ
た
。

こ
の
呼
び
か
け
に
応
え
て

名
古
屋
教
区
信
徒
使
徒
職
協

議
会（
会
長・滑
川
正
雄
）は
、

社
会
福
祉
委
員
会（
委
員
長・

七
種
照
夫
神
父
）と
合
同
で
、

役
員
、
理
事
ら
に
呼
び
か
け

５
月
２
日
（
土
）
午
前
11
時

30
分
か
ら
午
後
１
時
ま
で
の

間
、
名
古
屋
栄
・
三
越
前
で

街
頭
募
金
を
行
っ
た
。
当
日

は
修
女
連
を
始
め
正
平
協
や

樹
の
会
ら
60
名
が
協
力
し
て

集
ま
り
、
街
頭
を
行
き
交
う

市
民
ら
に
支
援
募
金
を
呼
び

か
け
た
。
当
日
集
ま
っ
た
募

金
金
額
は
19
万
６
千
７
７
６

円
で
カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
を

通
し
て
被
災
国
の
カ
リ
タ
ス

ネ
パ
ー
ル
に
贈
ら
れ
る
予

定
。カ

リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
で
は

継
続
し
て
募
金
活
動
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
支
援
の
募
金

受
付
口
座
は
次
の
と
お
り
で

す
。

郵
便
振
替
番
号
：
０
０
１
７

０

－

５

－

９
５
９
７
９

加
入
者
名
：
カ
リ
タ
ス
ジ
ャ

パ
ン　

通
信
欄
に
「
ネ
パ
ー

ル
地
震
」
と
ご
明
記
く
だ
さ

い
。ご

協
力
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

ネ
パ
ー
ル
地
震
の�

被
災
者
の
た
め
の�

街
頭
募
金
始
ま
る

ネ
パ
ー
ル
中
部
で
４
月
25

日
に
起
き
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
７
・
８
の
巨
大
地
震
で
近

隣
国
を
含
め
て
死
者
が
６
，

０
０
０
人
を
越
す
大
惨
事
と

な
っ
た
。

現
地
で
は
カ
リ
タ
ス
ネ

パ
ー
ル
を
中
心
に
国
際
カ
リ

タ
ス
が
協
力
し
て
救
援
活
動

を
行
っ
て
い
る
。
カ
リ
タ
ス

ジ
ャ
パ
ン
は
、
こ
の
救
援
活

動
に
協
力
し
支
援
を
行
っ
て

い
く
た
め
に
募
金
の
呼
び
か

け
を
開
始
し
た
。

日
本
の
全
教
区
で
も
援
助

支
援
の
た
め
に
募
金
活
動
を

行
っ
て
欲
し
い
と
の
要
請
が

東日本大震災・災害支援金の報告
社会福祉委員会

発災時より社会福祉委員会へ振込まれた支援金の会計報告
（1）会計報告 （2011.3.7～2015.5.9）
 （収入）小教区からの支援金総額 ２２，１９４，５２６　
 （支出） カリタスジャパンへ振込 ９，５００，０００　
 　さいたま教区へ振込 １，０００，０００　
 　オールジャパン会議交通費 １２３，６２０　
 ＊大阪教会管区大船渡プロジェクト支援 ９，５８５，７７４　
 　大船渡ベースへ車いす4台寄贈 １２３，２００　
 　大船渡ベースへ（デジタル）ピアノ寄贈 ５８，８００　
 　ボランティア交通費補助 ４１１，１５０　
 　　　　支援金残高 １，３９１，９８２円

（2 ）前月報告（2015.4.9）から2015.5.9までに寄せられた募金の
件数と金額
　　　１件　５１，８８６円　（振込手数料引去後の金額）
　ご協力いただいた方々（個人・団体・敬称略）
　　　金沢教会

（3）支援金振込先
　郵便振替用紙にて
　　口座番号　００８８０－６－１６２８
　　名義　　　 カトリック名古屋教区 

社会福祉委員会
　 「東日本大震災・災害支援金」と記入願い

ます
★ 名古屋教区は「カリタス大船渡ベース・地

ノ森いこいの家」と NPO 法人「障がい者
自立センターかまいし」を応援しています。
皆様から寄せられた支援金は大阪教会管区
大船渡プロジェクト支援に送金する事によ
り、カリタス大船渡ベースの運営ために使
用されています。

★ ボランティアに関するお問合せは下記まで
お尋ね下さい。

　　社会福祉委員会（担当：村上）
　　電話　052-852-1426
　　FAX　052-852-1422

第
１
回
家
庭
委
員
会
主
催

�

「
こ
の
道
を
歩
ん
で
」



	 ２ ０ 1 5 年 6 月 7 日（日曜日）	 名古屋教区ニュース	 （ 3 4 7 号）	 （ 4 ）

第１回信徒養成講座のご案内
（名古屋教区信徒使徒職協議会）

日　時　6月20日（土）14時00分～16時30分
　　　　〈受付開始時間13時20分〉
場　所　布池文化センター3号館3階　セシリアホール
テーマ　「ゴロー司教と、これからの教会を考える」
講　師　松浦悟郎 司教

（入場には収容定員の都合上、各小教区宛送付済みの整理
券が必要です。また、駐車場はございませんので公共交通
機関をご利用下さい）

アヴィラの聖テレジア生誕500周年記念
４回の講話と黙想会案内
（2014年10月15日～2015年10月15日）

「教会博士である聖女に学ぶ祈りと自己探求」
　アヴィラの聖テレジア生誕500周年記念に当たりこの聖人が
私たちに教えてくれた祈りの実践を学ぶべく全4回の黙想会
を開催します。一人でも多くの方の参加をお待ちしています。
黙想会日程　第3回　6月19日（金）「静かな祈り」
　　　　第4回　 10月16日（金）～17日（土）「神との一致の祈り」
　　　　尚、4回目は一泊二日の黙想会を予定しています。
指導司祭　 ヘリ・ティブルティウス神父（神言修道会日本管

区修練長）
時　間　毎回午前10時～午後4時（予定）
場　所　カトリック多治見教会　2階205室
持ち物　聖書、筆記用具、ロザリオ等　参加費　各回1,000円
その他　 昼食はお弁当をご用意ください。お茶その他はこ

ちらで準備します。
申込先　神言会多治見修道院研修センター
　　　　☎0572-22-2038　Fax 0572-22-2076
　　　　 出来れば一週間前までにお申し込みください。黙想

のために個室を希望される方、宿泊を希望される方は
その旨お伝えください。（個室1,500円、宿泊2,500円）

�
（
祭
）＝
祭
日
、（
祝
）＝
祝
日
、（
記
）＝
記
念
日

6
月
の
教
会
暦

１
日
㈪�
聖
ユ
ス
チ
ノ
殉
教
者
（
記
）

３
日
㈬�

聖
カ
ロ
ロ
・
ル
ワ
ン
ガ
と
同
士

殉
教
者
（
記
）

５
日
㈮�

聖
ボ
ニ
フ
ァ
チ
オ
司
教
殉
教
者

（
記
）

７
日
㈰�

キ
リ
ス
ト
の
聖
体
（
祭
日
）

11
日
㈭�

聖
バ
ル
ナ
バ
使
徒
（
記
）

12
日
㈮�

イ
エ
ス
の
み
心
（
祭
）

14
日
㈰�

年
間
第
11
主
日

21
日
㈰�

年
間
第
12
主
日

24
日
㈬�

洗
礼
者
聖
ヨ
ハ
ネ
の
誕
生（
祭
）

28
日
㈰�

年
間
第
13
主
日

�

聖
ペ
ト
ロ
使
徒
座
へ
の
献
金

29
日
㈪�

聖
ペ
ト
ロ
聖
パ
ウ
ロ
使
徒
（
祭

日
）

7
月
の
主
な
教
会
暦（
主
日・祭
日
な
ど
）

１
日
㈬�

福
者
ペ
ト
ロ
岐
部
司
祭
と
187
殉

教
者
（
記
）

５
日
㈰�

年
間
第
14
主
日

12
日
㈰�

年
間
第
15
主
日

19
日
㈰�

年
間
第
16
主
日

26
日
㈰�

年
間
第
17
主
日

教
区
行
事
予
定

6
月

６
日
㈯�

殉
教
者
顕
彰
委
員
会
、
濃
尾
Ｂ

会
議

�

信
仰
教
育
委
員
会
「
神
学
講
座

③
」、
家
庭
委
員
会
「
こ
の
道

を
歩
ん
で
③
」

�

信
徒
使
徒
職
協
議
会
理
事
会

７
日
㈰�

宣
教
司
牧
評
議
会
常
任
委
員
会

９
日
㈫�

樹
の
会
例
会

11
日
㈭�

教
区
顧
問
会

13
日
㈯�

松
浦
悟
郎
司
教
着
座
式

14
日
㈰�

福
井
教
会
堅
信
式　

教
区
中
高

生
会

16
日
㈫�

Ｊ
Ｃ
Ｎ
Ａ
例
会

18
日
㈭�

司
祭
協
議
会

20
日
㈯�

ア
ロ
イ
ジ
オ
賞
贈
呈
式
、
名
古

屋
ク
リ
ア
黙
想
会

21
日
㈰�

熱
田
教
会
堅
信
式　

愛
岐
Ｂ
会

議

22
日
㈪�

教
区
付
き
司
祭
の
集
い

25
日
㈭�

司
祭
評
議
会

27
日
㈯�

青
年
委
員
会
、
典
礼
委
員
会　

共
助
組
合
地
区
協
議
会
総
会

28
日
㈰�

刈
谷
教
会
堅
信
式　

城
南
Ｂ
会

議
、
東
海
地
域
一
粒
会
の
集
い

7
月

５
日
㈰�
司
教
叙
階
記
念
･
司
祭
・
修
道

者
金
銀
祝
の
祝
い

９
日
㈭�

教
区
顧
問
会

11
日
㈯�

信
仰
教
育
委
員
会
「
神
学
講
座

④
」、
家
庭
委
員
会
「
こ
の
道

を
歩
ん
で
④
」

12
日
㈰�

五
反
城
教
会
堅
信
式　

城
東
Ｂ

会
議
、
三
河
Ｂ
会
議
、
教
区
中

高
生
会

14
日
㈫�

難
民
移
住
移
動
者
委
員
会
、
樹

の
会
例
会

16
日
㈭�

司
祭
協
議
会

18
日
㈯�

名
古
屋
ク
リ
ア

19
日
㈰�

城
北
Ｂ
会
議
、
第
30
回
教
区
障

害
者
の
集
い
（
豊
田
）

21
日
㈫�

Ｊ
Ｃ
Ｎ
Ａ
例
会

25
日
㈯�

青
年
委
員
会
、
典
礼
委
員
会

福
信
館
便
り 

☎
０
５
２（
935
）
７
１
８
０

◇
6
月
の
炊
き
出
し　

木
４
日
東
山　

11

日
布
池　

18
日
聖
霊
、
樹
の
会
、
南
山　

25
日
城
北
橋　

金
５
日
喜
望
の
会　

12
日

不
二
聖
心　

19
日
布
池　

26
日
長
浦

福 信 館 福 信 館 

ゴ
ー
ル

達成率
約67.5％

郵便振替　00810－5－50605
加入者名　カトリック名古屋教区
通信欄に「福信館建設」と必ず
ご記入ください。

528件�27‚029‚856円
（4月末）目標額 40,000,000円

協力協力

建
設
費
の
返
済
に

　
を

建
設
費
の
返
済
に

　
を

神言会多治見修道院・黙想会
閑静な場所、広い院庭で黙想と心身の保養を！！

6月13日㈯ 10：00～14日㈰ 16：00 指導：及川神父　
　　 イエスは語る「あなたは自分が何のために生まれて�
きたと思っていますか」と。 対象：信徒　　　

料　金　宿泊費2,500円＋指導者への謝礼＋自由献金
食　事　仕出し弁当又はスーパーで購入。
申込み　神言会多治見修道院研修センター（9時～16時30分）
　　　　☎0572-22-2038／ Fax 0572-22-2076
　　　　携帯電話 090-7696-8089

2015年度　家庭委員会主催
家庭委員会主催の新テーマ

「この道を歩んで」が始まりました。
～6人のシスターが語る自分史（家庭と召命）～
開催日　 6月6日（土）、7月11日（土）、9月12日（土）、 

10月10日（土）
時　間　毎回午後1時30分～3時30分
会　場　聖パウロ女子修道会名古屋修道院（聖パウロ書院）
　　＊参加費無料、＊一回だけでも参加できます。
　　＊事前申し込みの必要はありません。
問合せ　椎尾匤文神父（東山教会 ☎052-781-6514）

名古屋教区一粒会東海地区の集いのお知らせ
4月18日に新司祭に叙階された北村雅彦
神父による「主の呼ぶ声に従い」の講演
日　時　6月28日（日）14時～16時30分
会　場　小牧教会
講　演　 「主の呼ぶ声に従い」　講師　北村雅彦神父（東山

教会）、司教ミサが行われます。※会員以外の参
加も歓迎します

主　催　名古屋教区一粒会
問合せ　☎0561（54）9754　西村由美子

聖パウロ女子修道会（パウロ書院）お知らせ

〈�ロザリオの祈り�〉
ロザリオは、いつでも、どこでも祈ることができる単純な
祈りです。どんなことでも、ロザリオの祈りをとおして聖
母マリアに打ち明け、恵みをとりついでいただきましょ
う。シスターたちといっしょに、ロザリオの祈りをささげ
ましょう。一緒に祈るロザリオの祈りは、神への思いをよ
り強めてくれます。
日　時　6月14日（日）14：00～（40分程）
場　所　聖パウロ女子修道会（聖パウロ書院）
　　　　名古屋市東区葵1-13-2　TEL 052-936-4443
祈りたい方は、どなたでもご自由にご参加ください。
ロザリオをお持ちの方はご持参ください。

信仰教育委員会主催
神学講座～「教会の教え」を学ぶ～

4月より新しく神学講座が始まりました。信徒の皆さんご
参加ください。
開催日　 6月6日（土）、7月11日（土）、9月12日（土）、 

10月10日（土）、11月14日（土）、12月12日（土）、 
2016年1月9日（土）、2月13日（土）

時　間　毎回午後1時30分～3時30分。但し8月は休講。
講　師　浅井太郎 師
会　場　カトリック名古屋教区センター2階中会議室
対　象　 将来小教区で教話担当者として奉仕する意欲のあ

る信徒。受講に際しては所属教会主任司祭の推薦
を必要とします。

受講料　3,000円（全10回）
問合せ　椎尾匤文神父（東山教会 ☎052-781-6514） 東海メールクワィアー定期演奏会

「福永陽一郎　編曲集」
第１ステージ：日本抒情歌集
第２ステージ：黒人霊歌
第３ステージ：岬の墓、海の構図
第４ステージ：ニュー・ムーン
日　時　6月21日（日）13時30分開演
会　場　愛知県芸術劇場コンサートホール
入場料　全席自由　2,000円
　　　　愛知芸術文化センタープレイガイド
　　　　☎052－972－0430
問合せ・チケット申し込みは中嶌　暁まで
☎・Fax　052－811－4300
東海メールクワィアーホームページ　http//choir.jpn.ph/tmc/

青年のための聖書の学び
青年たちと共に名前を考えることから始めます。名前はま
だ決まっていません。
対　象　18歳から30歳くらいの青年とします。
開催日　6月21日（日）マルコによる福音書３章
　　　　7月19日（日）マルコによる福音書４章
　　　　8月22日（土）愛知県陶磁美術館（陶芸館）に遠足。
　　　　 黙想会　 9月21日（月・敬老の日）～22日（火・国民の

休日）
　　　　指導者： 溝部脩司教（望洋庵・庵主）このコース

の締めくくりです。
時　間　各回、14時から16時。終了後パスタの軽食有り。
　　　　申し込みは不要。軽食は自由参加で自由献金。
場　所　聖マリアの無原罪教育宣教修道会（名古屋修道院）
　　　　名古屋市千種区園山町1-56　☎ 052-782-5850
　　　　担当：シスター　碇（いかり）政子
　　　　ホームページ：htpp://www.concepcionistas.jp/

TOMO�NO�KAI（共の会）
 CONSULTA & SERVIÇO DE TELEFONE
2da à 6ta-féira：10：00am ～16：30pm
Endereço：460-0002 Nagoya-shi Naka-ku Marunouchi 3-6-43
Telefone ０５２－９５３－９４８０
ESTÁ COM DIFICULDADES?
-	Sobre	o	processo	de	casamento	com	japonés(a)	e	Visto.
-	Para	o	tratamento	médico.
-	Problemas	de	família	e	do	cotidiano.
-	Se	tiver	necessidade	de	intérpretes	p/advogado	defesa.
-	Serviço	de	intérprete	por	telefone:	hospital,	oficina,	etc.
-	Em	caso	de	deportação	de	mães	e	filhos.
•	Atendimento	em:	Português,	Espanhol


